
ＪＲ東海労ニュース
自衛隊にオスプレイは不要だ！
10月30日付の『東京新聞』は、政府内で自衛隊にオスプレイ導入を検討す

べきという意見が浮上していると報道しました。
オスプレイの配備にあたっては、沖縄や岩国などを中心に住民などによる

配備反対の抗議行動が起きています。オスプレイは安全ではないという理由
だけではなく、配備をめぐり周辺諸国との軍事衝突などの問題に発展するか
らです。現に、オスプレイ配備をスムースに行うために、尖閣諸島購入発言
を行ったと分析するメデイアもあります。

「敵国」を攻めるための道具でしかないオスプレイを、なぜ自衛隊が購入
しなければならないのでしょうか。「災害救助など人道面での活躍が期待で
きるとの認識を示した」と報じていますが、軍事的に中国を牽制できると期
待を寄せる意見も見え隠れしています。ますます戦争の危機が高まるばかり
です。いつの時代でも、防衛の名の下に戦争準備が進められていることを、
私たちは忘れてはなりません。
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軍備の増強は戦争の準備だ！
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